
News letter
 北海道⽀部は会員数166名。今回の参加者は、zoomでの参加も

含め、56名の参加と40名の委任状が提出され、総会は成⽴となり

ました。議案の検討を⾏い、第１号議案から第5号議案まですべて

承認されました。

 質疑応答では、今後の各地域ブロックへの⽀援の強化を検討して

ほしいと提案があり、今後の検討事項としました。

 各地域ブロックからの活動報告では、地域ブロックごとの研修会

の開催状況や、地域ブロック内でのネットワークの活⽤状況など報

告がなされました。
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ICNJ�第13回北海道⽀部総会を開催

第13回ICNJ北海道⽀部研修会も同時に開催！
⼀般演題 情報交換会

今回は⼿指衛⽣について、消毒使⽤量の⽬標設定や調査の⽅法、

使⽤量が伸び悩むケースへの対応の３つのテーマを元にグループワ

ークを⾏いました。最後に各グループから発表もあり、各施設での

実践している内容を直に聴く事で、⾃施設での導⼊も検討できる有

意義な情報交換会となりました。

市⽴三笠総合病院

⽵内 しのぶ��先⽣
NTT東⽇本札幌病院

⾦⼦ 陽⾹ 先⽣

教育講演

 聖路加国際病院��QIセンター�感染管理室マネージャー�坂本�史⾐ 先⽣を

講師にお招きし、「⼿指衛⽣の評価と改善」について講演していただきまし

た。

 ⼿指衛⽣の遵守に向けた活動は院内の感染対策を守る上で要であると同時に

永遠のテーマであり、課題とも⾔えます。⽇々悩みながら活動、実践している

私たちにとって、できない原因分析、現場へのフィードバック⽅法など多⾓的

にアプローチを実践していく重要性を改めて学ぶ機会となりました。

 最後には多くの質疑応答がなされ、共感できる質疑と同時に明⽇から再度対

策を練り、実践していこう！という思いになりました。

 ⼤変お忙しい中、講師をしていただいた坂本先⽣には感謝の思いです。

編集後記
2023年度も無事に総会・研修会を終える事ができました。

会員の皆様のご協⼒のおかげであると、ICNJ北海道⽀部役員⼀同感謝申し上げます。

「感染症回復期リハビリ

テーション早期介⼊アセ

スメントツール活⽤の試

み」

「⼿指衛⽣に向けた５か

年計画ーラスト1年、そ

の先に⽬指すものー」

議題

1.会則について

2.2022年度事業報告

3.2022年度会計収⽀報告

4.2023年度事業案

5.2023年度予算案

6.質疑応答

7.その他

 各�地域ブロック報告
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